
2020 年 2 月 14 日 

第一生命ホールディングス株式会社 

 

「2020 年 3 月期第 1 四半期 決算報告」において、下記の通り表示に一部誤りがございました。 

お詫び申し上げますとともに、下記の通り訂正させて頂きます。 

 

記 

 

● 訂正箇所 

「P.25 海外生命保険事業 – 豪TAL業績 

右表：純利益と基礎的収益力の差異 

 

【訂正前】 

 

【訂正後】 

 

 

以上 

(百万豪ドル）

19/3期1Q 20/3期1Q 前年比

純利益(A)(2) 41 60 ＋45%

修正額(B) 15 △ 20

うち負債割引率の変化 5 20

うち償却負担 4 △ 15

うち優先株配当 2 4

その他 2 △ 30

56 39 △29%

<参考>

18/6末 19/6末

為替レート（豪ドル） 81.16円 75.49円

基礎的収益力=(A)+(B)

(Underlying profit)

(百万豪ドル）

19/3期1Q 20/3期1Q 前年比

純利益(A)(2) 41 60 ＋45%

修正額(B) 15 △ 20

うち負債割引率の変化 5 20

うち償却負担 4 △ 15

うち優先株配当 2 2

その他 2 △ 27

56 39 △29%

<参考>

18/6末 19/6末

為替レート（豪ドル） 81.16円 75.49円

基礎的収益力=(A)+(B)

(Underlying profit)



2019 年 8 月 13 日 

第一生命ホールディングス株式会社 

 

「2020 年 3 月期第１四半期 決算報告」において、一部数値に誤りがございました。 

お詫び申し上げますとともに、下記の通り訂正させて頂きます。 

 

記 

【訂正箇所】 

「P.21 第一生命業績－一般勘定資産運用の状況（２）」 

右上の図：国債の残存期間別残高 

 

 

【訂正後】 

 

 

 

 

以上 

 



第一生命ホールディングス 経営企画ユニット ユニット長の西村です。
本日は、第一生命グループの２０２０年３月期第１四半期決算報告の電
話会議にご参加いただきまして、ありがとうございます。
通常よりも短い時間となっていますので、私から５分ほど決算の総括を
させていただき、残りの時間を質疑応答とさせていただきます。
１ページをご覧ください。

●会社名略称
ＤＬ：第一生命
ＤＦＬ：第一フロンティア生命
ＮＦＬ：ネオファースト生命
ＰＬＣ：米・プロテクティブ社
ＴＡＬ：豪・ＴＡＬ社



今回の決算のポイントを以下の３点にまとめました。
まず営業業績について、国内３生保の新契約年換算保険料は、経営者
保険の販売停止に伴って大きく減少しましたが、認知症保険を含む
「ジャスト」をはじめとする第三分野の販売は順調に拡大しました。
第二に、連結利益について、グループ修正利益は、第一生命が前年同
期比でキャピタル益が増加したことや海外増益などが貢献し、大幅に増
加しました。市場変動に伴う増益要因を除きでも、期始予想対比で順調
な進捗となっています。
最後に、成長戦略ですが、昨年度に実施した米豪子会社のＭ＆Ａが利
益貢献しています。なお、米国プロテクティブは6月3日に過去最大規模
となるグレート･ウェスト社の既契約ブロック買収を完了しており、今後の
利益貢献を見込んでいます。

次のページをご覧下さい。



こちらでは決算のポイントの詳細を示しています。
左の表は、国内３生保の新契約年換算保険料の対前年比較になります。
全体の新契約年換算保険料は前年同期比で大きく減少しましたが、経
営者保険を除くベースの比較では、第一生命やネオファースト生命は、
第3分野商品を中心に前年同期比で増加しています。
右のグラフは、第1四半期のグループ修正利益の変動要因を表していま
す。グループ修正利益は937億円と大幅に増加しました。市場変動に伴
う増益要因には、第一生命の金融派生商品損益の改善や第一フロン
ティア生命の最低保証損益の変動などが含まれます。
グループ修正利益は、こうした要因を除いても、第一生命における有価
証券売却損益の改善や海外における買収効果などにより増加し、期始
通期予想対比で順調な進捗と考えています。

次のページをご覧下さい。



こちらは連結及び主要子会社の業績概要になります。
連結経常収益は、前年同期比1,426億円の増加となりました。米プロテクティ
ブにおいて、１～３月の株式相場環境が好調だったことなどを背景に、特別
勘定資産運用益が増加したことが主な理由です。
連結経常利益は、前年同期比236億円の増加となりました。第一生命につい
ては、前ページでご説明したとおり、有価証券売却損益の改善や金融派生
商品損益が好調だったことが主な理由です。一方、第一フロンティア生命で
は、市場価格調整（ＭＶＡ）に係る損益の悪化により減益となりました。
この結果、親会社株主に帰属する四半期純利益（連結純利益）は517億円と
なり、前年同期比103億円、25％の増加となりました。また、グループ修正利
益は937億円となり、前年同期比484億円、107％の増加となりました。グルー
プ修正利益にはＭＶＡ損益が含まれていないため、連結純利益と比較してグ
ループ修正利益の進捗率は高くなっています。
次のページをご覧下さい。



第一生命の業績について説明します。
第三分野の新契約年換算保険料は、認知症保険を含む「ジャスト」の販
売が好調に推移し、増加しました。
基礎利益は、円高等による順ざやの減少と、団保料率改定の影響等に
よる保険関係損益の減少から減益となりましたが、純利益はキャピタル
損益の改善等により増益しています。
次のページをご覧下さい。



第一フロンティア生命の業績について説明します。
新契約年換算保険料は、昨年度好調であった反動から減少も、期始の
想定内での進捗となっています。
純利益は、金利低下に伴う市場価格調整（ＭＶＡ）に係る損益の影響に
より赤字となりましたが、MVA損益を含まない修正利益は大幅増益とな
りました。
次のページをご覧下さい



ネオファースト生命の業績について説明します。
新契約年換算保険料は、経営者保険「ネオdeきぎょう」の販売停止より
大きく減少したものの、主力である医療保険を中心とする第三分野の新
契約年換算保険料と保有契約年換算保険料は順調に拡大しました。
次のページをご覧下さい。



海外生命保険事業は、プロテクティブやTALの買収効果や市場変動に
伴う要因等から増益となりました。
アセットマネジメント事業は、ジャナス･ヘンダーソンの持分法投資損益
が昨年第２四半期から貢献しています。
次のページをご覧下さい。



プロテクティブの業績について説明します。
税引前営業利益は生保事業、買収事業、年金事業、アセットプロテク
ション事業で前年同期を上回りました。特にリバティ・ライフの買収効果
や生保事業の損益改善等が貢献しています。
次のページをご覧下さい。



ＴＡＬの業績について説明します。
新契約年換算保険料は、新規団保獲得およびアステロン・ライフの貢献
により増加となりました。
基礎的収益力は、団体保険における保険金支払の増加等により減益と
なりました。
次に11ページをご覧下さい。





20年3月期の業績予想については、変更しておりません。純利益、グ
ループ修正利益ともに進捗率は順調との認識です。
次に１３ページをご覧下さい。





2019年6月末のグループＥＥＶは約5.７兆円となりました。国内金利の低
下、国内株式の含み益が減少した影響によります。
次のページをご覧ください。



グループ各社のＥＶをお示ししています。
国内生保では、第一生命のＥＶが持株会社への配当、国内金利の低下、
国内株式の含み益の減少の影響を受けて減少しました。海外生保のＥ
Ｖ（現地通貨ベース）は、プロテクティブ、ＴＡＬともに増加しています。
説明は以上になります。










































